研修出張様式５


研修報告書

	所　　属　健康管理G　職　種　介護支援専門員　　　　　　氏　名　　竹内　公二

	期　　間　平成　２４年　１１月　２２日　

	出張目的　認定調査従事者現任者研修に参加のため

	出 張 先　八戸市公民館

	○研修に関する考察

・高齢化率は今後も上昇し、７５歳以上の人口に占める割合が今後より顕著になることが予想される。それに伴い、介護サービスの利用割合も上昇が予想されている。青森県内の在宅サービス利用の予測として、平成２６年度には、訪問介護サービスで１３．９%、通所介護サービスで２０．０%増加であるが、介護老人福祉施設は９３６人増、介護老人保健施設は２８７人増に留まる予想である。現在南山苑では入所率の低下や、在宅復帰の取り組み等での加算が取れていない状況があり、今後より一層の改善や対応が必要になってくると思われる。

・都道府県別での認定率では、青森県が平均より高い認定率（１５．４０％）となっており、保険料の引き上げ、財政の圧迫にも繋がっている。介護支援専門員は介護保険制度において、認定調査を行うという介護保険の重要な役割を担っており、より精度の高い知識、技術が求められると思われる。

○研修要旨

1.青森県の介護保険施行状況について

・高齢化率は今後も上昇し、７５歳以上の方の増加が今後顕著になっていく。高齢者世帯数も人口の高齢化と核家族化に伴って、高齢単身世帯及び高齢夫婦世帯の増加傾向がみられているとのこと。青森県は介護認定率が高く、その内訳も要支援が全国平均値よりも低く、要介護が占める割合が高い。今後も介護サービスの利用率は高くなることが予想されており、財政の圧迫、保険料のより一層の引き上げも予想されている。

2.介護認定等の基本的な考え方

・要介護度は要介護認定等基準時間で決まっており、定性的な定義は存在しない。よって特記事項に必要な情報は｢できる｣｢できない｣よりも、介護の手間を知る手掛かりになる情報｢介護を行う頻度｣や｢時間｣が必要になる。

・認定調査には３つの評価軸｢能力軸｣、｢介助軸｣、｢有無軸｣がある。それぞれ違う選択基準が存在し、それぞれをよく理解した上での対応が必要となってくる。

①能力軸…試行による本人の能力の評価

②介助軸…介助者の介助状況（適切な介助）

　③有無軸…行動の発生頻度に基づき選択（ＢＰＳＤ）

3.認定調査に係る留意点

・介護の手間は様々な心身及び生活上の影響因子（環境なども含む）の組み合わせから、結果的に生じているものである。介護の手間に与える因子は数多くあることから、それらすべてを網羅し、その組み合わせを人間の目だけで評価することは困難であり、介護の手間に集中させたほうが審査判定は平準化される。
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